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今回、NM-GCOE のご支援を頂き、2011 年 11 月 4 日から 11 月 9 日に

かけてアメリカ合衆国・イリノイ州・シカゴで開かれたアメリカリウマチ学会主

催の学術集会：2011 American College of Rheumatology/the Association of 

Rheumatology Health Professionals （The ACR/ARHP） Annual Scientific 

Meeting に参加させていただきました。 

 本学会はリウマチ膠原病領域において

は、国際的に最も大きい学会の一つであ

り、基礎研究、臨床研究、トランスレーショ

ナルリサーチなど多岐にわたる分野から

日々発表が行われました。当領域におい

ては、近年、生物学的製剤による治療が脚

光を浴びており、特に臨床研究を含めた

報告が多くみられる傾向にありますが、本学会は他疾患における病態の解

明と治療に目を向けたセッションも数多く存在し、とても刺激を受ける事が

出来ました。 

 今回の我々の発表内容は、レトロウイルス

ベクターを用いた新たな細胞膜自己抗原

の同定系による、SLE での新規自己抗原の

報告ですが、多くの方に興味を持っていた

だき、多くのディスカッションができました。

特に大動脈など主要分枝における血管炎

は、国際的にも未だ明確なバイオマーカー

がなく、本学会でもヒトにおけるトランスレーショナルリサーチの必要性が議

論されました。現在、我々が行っている血管炎における細胞表面対応抗原

の同定により、これらの疾患において、臨床的活用、病態の解明、そして治

療選択に活用できる可能性があることを改めて強く実感しました。 

 


